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鎌 田 泰 彦
串 ・近 藤 　 寛

串

Urban　Geo　logic　Disaster　Caused　by　the

　Nagasaki　Heavy 　Rain　of 　July， 1982

Yasuhiko　KAMADA 　and 　Hiroshi　KoNDo

Abstract　 The 　heavy 　rain 　brought （produced）by　the　development 　of 　the　baiu　front　was 　poured　on 　the

Nagasaki 　area 　on 　July　23，
1982，　 The 　1−hour　precipitation　registereCl　187　millimeters 　at　the　town 　office

of 　Nagayo ・machi
，
　just　 rlorth 　 of 　Nagasaki　City，　and 　the　 value 　marked 　 a 　new 　No，1record 　 of 　the

meterological 　observation 　in　Japan．　 More　than　3，7001andslides　occurred 　by　this　heavy　rain 　in　the
Nagasaki 　district　with 　262　peoples 　were 　buried　to　death　by　the　landSlides　and 　37　people 　were 　drowned
to　death　by　the　floods，

　　Most　landslides　caused 　by　the　1982　Nagasaki　disaster　belong　to　the　debris　slide．　 The 　debris　slides
occurred 　in　the　Nagasaki　Volcanics　mainly 　composed 　of 　pyroxene 　andesite 　lavas　and 　pyroclastics．

Mudflows　occurred 　in　places 　ef 　the　lava　demes 　ef 　the 　hornblende　andesite 　were 　in　the 　eastern 　part 　of

Nagasaki 　City．　The 　front　of 　the 　mudflows 　splayed 　out 　 at　the 　valley 　mouth 　destroyed　many 　houses

which 　were 　built　on 　the　old 　mudflow 　deposits．

　　The 　downtown 　of 　the　Nagasaki 　City　was 　under 　water 　during　several 　hours　in　the　midnight 　of 　July
23．The 　maximum 　depth　of 　the　flood　water 　were 　reached 　over 　two 　meters 　locally．　 This　catastrophic
flood　was 　caused 　by　the　combination 　of 　the　overflows 　of 　the　river 　water 　and 　the　high　tide　of 　spring ．

　 　 　 　 　 　 　 　 は　 じ　 め 　 に

　昭和 57年 7 月 23 日， 17時か ら 22時 に か け て 長

崎市と そ の周辺地域を襲 っ た雷鳴 まじりの集中豪雨

は， 死者 ・行方不明者 299人 と 、 家屋 ・商工 ・農林 ・

水産 。 河川 。道路な どの被害総額 3，150億円と い う

大惨禍を もた ら し た．

　長崎県を含め た九州北部 に お い て は，過去 30年間

に ， 昭和 28年 6月 28 日の 北部九州大水害 に よる門

司市風師山の 山 くずれ ， 昭和 32年 7 月 25 日の諫早

大水害の 際に多良岳南斜面 に 発生 した無数の 山 くず

れ ， 昭和 42 年 7 月 9 日に 長崎県北部 と佐賀県西部を

襲 っ 撮 大 1躙 薩 140   膜 帳 雨 に よ る 山

くずれ と伊万里市 の 浸水に よ る都市災害， 及び昭和

47年 7月 6 日の 天草上 島の 土石 流の発生 な どが あ

り，
い ずれ も梅雨末期 の 活発 な前線活動 に よ っ て発

生 した 集中豪雨に よ る著し い 大災害 で あ っ た．

・長崎大学教育学部地学教 室．Department　 of 　 Geology，
Faculty 　 of　Education，　Nagasaki　University，1・14

，

Bunkyo −machi ，　Nagasaki　City，852　Japan．

　 「昭和 57年 7 月豪雨」 （気象庁命名）に お ける長

崎地域に お け る降水量 は 異常な もの で あ り， 長崎市

北部 に隣接する長与町役場 の雨量計は ， 19時か ら 20

時まで の 1關 薩 で 187  を示 し， これが本邦

気象観測史上第 1位の記録 と な っ た．こ の 長崎豪雨

に よ る 299人 の 被災者中，土砂 くずれ に よ る死者は

262人 （87．6％）で あ り， 残余 の 37人 （12．4％）が

出水 に よる犠牲者 で あ っ た．こ れを長崎市 の み に限

定す る と， 被災者は 262人 で 全体の 87．6％を占め ，

その 中で 土砂 くずれ で は 231人（88，2％）， 出水で は

31人 （1L8 ％）が 死亡 して い る （岡林・高橋，1982＞．

こ の こ とは
， 長崎の 豪雨災害 が ， 異常な降水量 を伴 っ

た梅雨末期の大雨に起因 して発生 した こ と は い うま

で もない が ， 同時 に長崎市の よ うな 山腹斜面に住宅

地が発展 して きた都市構造 の 特殊性が 原因と な っ た

典型的な都市災害と もい えよう．その 豪雨災害 の 発

生条件 を，素因 と誘因 と に 分 け て 要約す る と ， 次 の

諸点が考えられ る （第 1図）．

　素因

　 1）崩壊土砂 の 起原 をなす山腹斜面の崩積土 や ，
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　 凡 　　　 例

霞コ　市 街 化 区 域

鬮 　段 　 丘

鬮 氾 　 濫 　 原

E≡ヨ 埋　 立 　 地

第 1 図 長崎地 域概要図

　　　 凡 　　例

　 長崎火 山地

鬮 大起伏山地

［IIII］中〜小起伏山地，山麓 地

　 八 天 岳火山地

圏 　中〜小起伏山地

　 八郎岳 ・西彼杵山地

鬮 大起伏 山地

匿］中〜小 起 伏山地 ， 山麓地

　　白岳火 山地

囮 　中〜小 起伏山地

鬮 　低地 ， 谷底平野

嬲 人 工 改 変地

圍 丘陵地

第 2図　長崎 地 域 地 形 区 分 図 （石 井，1973年 よ り編図 ）
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　　溪流堆積物などを蓄積 して きた地形 。地質 ・地

　　史的条件．

　 2 ）傾斜地 に 宅地 を発達させ た地理 的 。社会的条

　　件．

　 3 ）溺れ谷 の 湾奥部や ， 河川下流域の 氾濫原を 埋

　　立 て に よっ て下町地域 を発展させ て きた歴史的

　　変遷．

　誘因

　 1 ＞ 7 月 10 日 か ら 21 日 に か け て の 300〜800

　　  の降糧 に よ る嫉 部 の 湿潤化 と，舳 地

　　下水面の 上昇．

　 2 ） 7月 23 日夜の梅雨末期 の 記録破 りの 集中豪

　　雨．

　筆者等は，長崎大学教養部松岡数充助教授，及 び

教育学部地学専攻生 の 協力 を得て ， 災害発 生 の 3 日

後 より本災害の 実態調査を開始 した． 8月中旬 まで

に続行した現地調査 の結果 に つ い て は ， 長崎大学学

術調査団の「昭和 57年 7 月長崎篆雨に よ る災害の 調

査報告書」 （1982）と ， 自然災害特別研究突発災害研

究成果 （1983） に 報告し た．ま た ，その 内容 は
， 昭

和 58 年 4 月 ， 日本地質学会第 90年学術大会 （鹿児

島市）と，同年 6月，応用地質学会九州支部総会 （福

岡市〉に お い て公表し た．本論は ， これ ら の 成果を

ふ まえて ， 都市地質学的観点か ら長崎豪雨災害を見

直し た もの で ある。

な どの溶岩円頂丘 （鐘状火山） で構成され る．

　長崎火山地 の北西 は結晶片岩 か らな る隆起準平原

の 西彼杵 山地 に 接 して い る，八 郎岳山地に は ， 長崎

市内の最高峰で ある八郎岳 （590m）や戸町岳 （427
m ）な どの高 い 頂 きが あ る．

　浦上 低地 と時津低地 に 移る部分は浦上 ・時津丘陵

地 とな る が ， 地質的に は主と して熱水変質 を受 けた

変朽安山岩 （プ ロ ピ ラ イ ト） で構成 され た 地域で あ

る．東長崎 の 矢上 よ り多良見町喜々 津 に 至 る低地 の

両側 に は矢上 ・喜 々 津丘 陵地 が あ るが ， 主 と し て 古

第三紀層の諫早 ・矢上層群 で構成され る堆積岩地帯

と な る．

　
一般に 山地 とは ， 山稜 と これ に 隣 り合 う谷底 との

高低差 に よ っ て測定さ れ る 起 伏量 が 200m 以上 あ

る もの で
， 大起伏 ・中起伏 ・小起伏山地に分け ら れ，

山麓地 は起伏量 200m 以下 の 緩斜面 とされ て い る．

起伏量 600m 以上 の 大起伏山地は ， 長崎火山地 に お

け る帆場岳火山地と八郎岳火山地 に 認 め られ る．起

伏量 400〜600m の 中起伏 山地 と 200〜400m の 小

起伏山地は ， 各山地 に それぞれ広 く分布 して い る．

　地形区分の 上 で は ， 長崎大水害の際に斜面崩壊 を

起 こ し た の は，長崎火山地東部 に お け る 琴 ノ尾 。 帆

場岳 ・英彦山火山地 の 中〜大起伏山地 ， 八天岳中起

伏 山地 お よび八郎岳中〜大起伏山地に集中し て い る

（第 2 図）．

　　　　　 1 ．長崎地 域 の 地 形分類 の 概要

　長崎地域 は
， 北東部 は 諌早 地 峡 ， 北西部は 西 彼杵

半島， 南部は 野母半島 （長崎半島）に そ れ ぞ れ接続

し ， ま た北は大村湾 ， 南東 は千 々 石湾（橘湾），西 は

五 島灘 に 面 し て い る。

　長崎地域は大部分が 火 山岩類 で 構成さ れ ， 地形分

類上 で は長崎火山地 と称せ られ て い る。（本地域の 北

部は大村湾南岸火山地 と も い われ るが ，
こ こ で は

一

括 し て お く．）長崎火山地 は浦 上 低地 よ り時津低地に

っ つ く地溝状低地を は さ ん で東西 2 つ の ブ ロ ッ ク に

分け られ る．東部は更 に北 より琴 ノ尾火 山地 （琴 ノ

尾山 ， 451m ）・帆場岳火山地 （帆場岳 ， 約 500　m ）・

英彦 山火山地 （英彦 山，386m）に，また西部は鳴鼓

岳火 山地 （鳥帽子岳 ， 413m ）・岩屋 山火 山地 （岩屋

山 ，
475m ）・稲佐山火山地 （稲佐 山，332　m ）に 細分

さ れ る （石井 ， 1974）．

　長崎 火 山地 の 西方 に は矢上 の 八郎川 の河 口 か ら

喜々津 に つ づ く国道 34号線に そっ た地溝状 低地 を

隔て て 八 天岳火 山地 が あ り，井樋 ノ尾岳 （407m ）
・

船石岳 （451m ）・行仙岳 （456　m ）・普賢山 （439　m ）

　　　　　　 2 ．長崎地域 の 地質の 概要

　 長崎市の 市街地を取 り巻 く標 高 200〜400m の 山

地 は 殆ん ど火山岩類 よ りで き て い る．現在では か な

り侵食が進ん で い る ため， 全体的 な火山体と し て の

形態が 失 わ れ て い る もの の ， 溶岩台地 の名残 P を留

め て い る 所 もあ る．火山活動は完全に終わ っ てい る

の で ， 長崎市周辺 の 火山岩類 の 分布地域 を長崎火山

と呼ぶ に は い さ さか 抵抗 を感ず る む き もあ る が ，雲

仙岳や多良岳な ど に 充分比較 で き る 分布面積を占め

る火山岩類 で 構成さ れ る 地域で あ り， あえて 「長崎

火 LLI」の名称を用 い て い る．

　長崎火山 の 占め る地域は ， 東西 15km ，南北 20　km
に 及 んで い る．火山岩類 の 基底部 は，北部 の 多良見・

長与町 と ， 東部の 長崎市古賀 ・矢上 で は 古第三 紀層

を， 南部の 長崎市茂木か ら唐八景を経 て 小 ケ倉に 至

る 地域で は 野母半島 を構成 す る結晶片岩や 白亜紀

〜古第三 紀層 を， また 西部の 式見 ・手熊 で は 西彼杵

半島を構成す る結晶片岩を基盤 と し て ， 大 き な 不整

合 関係 で 重な っ て い る．

長崎火山 を構成す る最 も主要 な地質状況 は ， 九州
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第 3 図　長崎地域地質図

1 ［］：．沖 積 層 ・埋 立 地

・ 躑 ：洪 積 層
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7 飄 　：変朽安山岩 （プ ロ ピラ イ ト）
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：玄武岩質火山岩類

：閃緑岩 σr［平閃緑岩）

：古第三 紀 層

：花崗岩

：結晶 片岩 （西 彼杵変成岩類）
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の 中部の 大分 ・熊本両県で 認 め られ て い る，第 四 紀

更新世の 豊肥火山活動の 噴出物に よ く類似 して い

る．この 火山活動 の 初期には ， 軽石 を含む凝灰質の

水底堆積物を形成 し ， 本地域で は茂木植物化石 層が

堆積 して い る．引続 い て 凝灰 角礫岩 の 厚 い 火山砕屑

岩が 重 な り ， 最後に輝石安山岩 の 溶岩 の 大規模な流

出が あ っ て ， 溶岩台地 を形成 し て い る．

　長崎市街地を取 り巻 く岩屋 山・稲佐 山・金比羅 山・

英彦 山 ・唐八景 ・ 星取山な ど で は ， 山麓部に安山岩

の 溶岩 が 見 られ る所 もあ る が
， 中腹 に は 厚 い 凝灰角

礫岩が発達 し ， 山頂部は い ずれ も灰色の輝石安山岩

で 構成 され て い る．長崎火 山の 北部 に 当た る 大村湾

南岸地域 の 鳴鼓岳 ・琴ノ尾山 ・鎌倉山な ど に お い て

も同様な状態 で 火山岩類が重 な っ て い る．

　長崎市の 浦上川上流地域 よ り時津町 に か け て は ，

豊肥火 山活動に先立 つ 古い 火山活動に よ っ て噴出し

た火山岩類が分布す る．岩質は変化に富み ， 流紋岩

質 ・ 安山岩質 ・ 玄武岩質 の 溶岩 や 火 山砕屑岩 が あ り，

部分的に後火山活動の熱水変質の影響を受け て ， 脱

色 ・粘土化 ・鉱化作用 を受けて い る．とくに 浦上水

源池 の 周辺部や ， 東長崎の 現川地域に は プ ロ ピ ラ イ

ト （変朽安山岩）が 広 く分布する．また浦上 川上流

の川平や 三 ッ 山付近に は川平閃緑岩 と呼 ぶ細粒の 閃

緑岩が 分布する．その ため ， 隣接す る長与付近 に 分

布す る古第三紀層は熱変成 に よ り， 軽度の ホ ル ン

フ ェ ル ス 化作用 を受 けて い る．

　長崎火山地 の 東部は 八郎川 を隔 て て井樋 ノ尾火 山

と呼ぶ 黒雲母角閃石安山岩よ りな る溶岩円頂丘 が 分

布す る．山体の 傾斜 も強 く， 山腹部に は 30〜40°に も

お よ ぶ 傾斜度を もっ て い る． こ の 火 山地 の 麓 に 分布

す る古第三紀層の 泥岩層の
一部に は，こ の 角閃石安

山岩の貫入 に よ る熱変成を受け て硬化し て い る部分

が あ る．

　長崎火山岩類の 基 盤を な す 結晶片岩類は 西彼杵変

成岩類 と して
一

括 さ れ て い る．西彼杵半島に お け る

この 変成岩は 主 と し て 黒色片岩 （絹雲母石墨石英片

岩） よ りな る．また野母半島で は 黒色片岩 と互層す

る緑色片岩 （緑泥石緑簾石片岩）が 発達し て い る （第

3図）．

　　　　　　3 ．長崎豪雨時 の 気象状況

　長崎地方 に 豪雨災 害を もた らした大雨 の 特徴 に つ

い て は ， す で に 長崎海洋気象台 の 「災害時気象速報」

をはじめ ， 鍋島 （1982）， 荒生 （1982）な どに よ り詳

し く述 べ られ て い る．したが っ て ， そ の気象状況 に

つ い て は，これ らの 報告に 基 づ い て概要を述べ る に

第 4 図　地上 天気図 （鍋島 ， 1982）

（昭 和57年 7月23 日21時 ）

と ど め る．

　 長崎地方 に お け る昭和 57 年の梅雨入 りは ， 平年 よ

り 7 日遅れ て 6 月 13 日で あ っ たが ， 6月の降水量は

66  で あ り， 平年 （333．7   ）の お よそ 20％ ｝こ

すぎ な か っ た．こ の状態 が 7 月 9 日 まで 続 い た た め
，

深刻 な 水不足が 懸念さ れ て い た．しか し， 7 月 10 日

頃 か ら梅 雨前線が北上 して長雨 と な り， 長崎海洋気

象龍 お け る 20 日 まで の 総 降縄 は 593  燵

した．とくに ， 豪雨災害発生 の 3 日前の 20 日の 日 降

糧 は 243．0   とな り， 黼 末期に ふ さわ しい 大

雨 と な っ た．

　 7 月 23 日 に なる と， 黄海南西部の低気圧 が 発達し

なが ら北緯 34°線上 を東進する の に 伴 い
， 九州南海

上 まで 南下 して い た 梅雨前線が再び次第 に 北 上 し ，

九州上空に暖か く湿 っ た空気が流 れ込 む よ うに な っ

た．12時頃 に は温暖前線の 東側 ， 対馬 よ りの 海域に

メ ソ低気圧が発生 し，15 時 に は平戸 の 北西海上 に 近

づ き ，
こ れ が 長崎豪雨の起原 と な っ た．強雨域は平

戸か ら佐世保を 経 て 長 崎に 達 し た が ， そ の間の 約 75

km を 3 時間で到達 して お り， 移動速度はお よそ 25
km ／h で あ っ た （第 4図），

　長崎市周辺 は ，
23 日 17〜22時の 間に雷 まじ りの

集中豪雨に見舞わ れ た もの で
， 市 の 北郊の西彼杵郡

長与町役場 で は ， 19− 20時 の 最大 1時間降水量 が

187mm を記録し，本邦気象観測史上 の第 1 位 を更
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第 5 図　1982年 7月 23日〜24 日雨量 分布 （荒生，1982原図）
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第 6図　積算降水量 と注 ・警報及 び被害発生状

　　　 況 （鍋島，1982）

新する こ ととな っ た．最大 3 時間降水量 で は
， 東長

崎の 矢上眦 で 観測 された 19− 22駒 366   が

史上第 2 位 の 記録 と な っ た。第 1位は昭和 32年 7月

25 日の 諌早豪雨 の 際に ， 島原半島西郷 に お ける 377

  の講 で あ る．また ， 最大 塒 雕 旙 で は ，

23 日 17− 24時 に矢上 団地 で 観測 さ れ た 531，5mm

が 最大値で あ る が ，
こ の 時間帯 の 降水量 が今回の 大

雨の 大部分を占め て い た．

　荒生 （1982）に よ り作成さ れた降水量分布図 に よ

る と ， 東長崎地区が豪雨 の中心域 に な っ て い た こ と

力汾 か り，塒 雕 糧 で 500   以上，2塒 隣

糧 で 600   以上 磯 囲が，こ の 地区喋 中した

こ とが知 られる．なお ， 長崎海洋気象台 に お ける 7

時間降糧 は 447   ， 2塒 購 縄 （23 日 9 時

一24 日 9時）は 527mm で あ り，
23，24 日の総降水

量は 572mm で あ っ た （第 5 図〉．

　長崎海洋気象台で は ， 23 日 15時 25分に 「大雨 ，

洪水 ， 強風 雷雨，波浪注意報」を発表 し，次 い で

16時 50 分 に は 「大雨 ， 洪水警報 ・強風 ， 雷 雨， 波浪

注意報」に切 りか え て発表し て い る．こ の 23 日の 18

時 30 分頃 よ り累積 された降水量 に 伴 う被害発 生の

状況 は第 6 図 に 示す通 りで ある （鍋島 ， 1982）．

　　　　　 4 ．長崎豪雨 に よ る 斜面崩壊

　長崎地方を襲 っ た 7 月 23 日夜の異営な集中豪雨

に よ り， 長崎市周辺 と西彼杵 ・野 母半島 （北部）で

は
，

と くに 集中的 に 多くの 斜面 崩壊が発生 し ， 山く

ずれ ・崖くずれ ・土石流 ・地 す べ りな どの 土砂崩壊

個所は長崎県下で お よ そ 4，500個所 に及 んだ （長崎

県資料〉．と くに 長崎市 と北 に 隣接す る 時津 ・長与町

で は ， 約 3，770個所 が 崩壊 し ， 1km2 あ た り の崩壊

数が 70個所以上 の 範囲が ， 時津 町元村郷 と長与町高

田郷付近 ， 及び長崎市東長崎地区矢上付近に み られ

る （大 八 木 ， 1982）． こ れ らの 地域 は，い ずれ も長崎

の ベ ッ ドタウ ン と して 人 口 が急増 して お り， また 交

通網 も よ く整備 さ れ て き た所だけ に
，

こ の 災害 が 市

民生活 へ 影響す る所 は甚大で あ っ た．

　 こ れ ら の 斜面崩壊は ， 基岩の 地質を とくに 選択す

る こ とな く， はげしい 降雨域 に 集中的に分布 し ， 最

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

昭和 57年 7 月長崎豪雨に よ る 都市地質 災 害 173

第 7図　長崎市東部に お け る地質別土 石 流 ・山 くず れ の 分布
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第 8図　長崎西北部 に お け る地 質別土 石流 。山 くず れの 分布
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第 1表　長崎市に お け る地質地域別人的被害

地　　　　　 質 被災者（人） 割　合（％ ）

1 ．長 崎 火 山 岩 類 122 53．3
2 ．西浦 上 変朽安 山岩 24 10．5
3 ．川　平　閃　緑　岩 33 14．4
4 ．井 樋 ノ 尾 火 山 岩 40 17，5
5 ．古　第　三 　紀　層 8 3．5
6 ． 西 彼 杵 変 成 岩 類 2 o．9

合　　　計 229 100，1

人 数は土 砂 くずれ の 被災者 （長崎市都市計画課調べ ）

大 1時間降水量 で は 150　mm 以上 ， 7時間降水 量 で

は 450mm 以上 の 範囲 に 著 し く発生箇所が多 い ．し

か し ， 崩壊の形態や崩壊物質の性状は ， そ れ ぞ れ 由

来す る地質 条件や岩石 の種類 に よ っ て異 な っ て い

る．

　長崎豪雨に よ っ て発生 し た斜面崩壊 の 地質的分布

地域 を分類 する と， 次 の 6 つ の 識別が な さ れ，それ

ぞ れ に異な っ た崩壊形式や運搬物質 が 認 め られ る．

（ ）内 は 主 な災害発生 箇所を示す （第 7
，

8 図）．

　 1 ．長崎火 山岩地域 （鳴滝 ， 奥山， 芒塚 ， 西山木

　　　　場 ， 小江原 ， 上浦）

　 2 ．西浦上変朽安 山岩地域 （昭和町，三 川町，田

　　　　川内， 平 間＞

　 3 ．川平閃緑岩地域 （川平）

　 4 ．井樋ノ 尾火山岩地域 （瀬古 ， 侍石，上戸石，

　　　　川内 ， 千束野，船石 ， 補伽＞

　 5 ．古第三 紀層地域 （古 賀中里 ， 矢上
， 赤松）

　 6 ．西彼杵変成岩類地域 （西彼杵半島大瀬戸 ・琴

　　　　海 ， 野母半島北部〉

　長崎市に お ける地質別 に 区分 した地域内の 人的被

害者の数を第 1表に 示 す．被災者 の 半数以上 は長崎

火 山岩類地域 か ら出て お り ，
こ の 中に は大規模被災

地 の 鳴滝の 24人 ， 奥山の 24入，芒塚 の 23 人が含 ま

れ て い る．井樋ノ尾火山岩地域で は著 し い 土石流 の

発生 で被害が大 き く，東町瀬 古 の 6人 ， 上戸石 15人 ，

川内 8人 な どが被 災 して い る．ま た ， 川平閃緑岩地

域で は ， 川平で 32人 とい う箇所別で は最 も多数の 犠

牲者を出す災害が発生 して い る．

　　　　 5 ．地質別斜面崩壊の 実態と考察

　（1） 長崎火山岩類地域

　長崎火 山岩類の 分布地域 に お い て ，と くに 人的被

害の著 しか っ た 鳴滝 ・奥山 ・西山木場な ど で は ， 斜

面崩壊の規模 の 大 き か っ た こ と と， 斜面の基部に住

宅 が密集 して い た た め に大きな災害 に 発展 した．基

岩の地質は ， い ずれ も輝石安山岩 （溶岩流状）と凝

灰 角礫岩 とが 重 な り合 っ た もの で あ る．こ の崩壊 の

原 因と して は ，傾斜地の 浅 い 谷地形 に降雨 が集 ま り，

表層部を構成す る安 山岩の転石混 りの 崩積土 を洗

掘 ・侵食 ・流動 さ せ た結果 と考 え られ る．と くに ，

塊状の 凝灰角礫岩 の 表面を被覆し て い た崩積土 は ，

基岩 との 境界面 で 剥脱 さ れ る よ う に洗い 流さ れ る場

合 が多か っ た．

　 多 くの 山 くずれは地形学的に い う谷頭斜面 に お い

て発生 す る。谷頭斜面は谷 の 源頭部に当た り，一
次

谷 の 中で 最 も侵食作用 の 活発 な所であ り， 斜面崩壊

の発生率が高い とい われ る （板垣 。星埜 ， 1974）．ま

た ， 降雨時に谷頭斜面來端部の 崩落の 引き 金 とな る

の は ， 急斜面 か ら緩斜面 に 移 る傾斜変換部に発達す

る地下水飽和帯の成長に関係す る こ とが明 らか に さ

れ て い る （新藤ほ か，1983）．長崎地区の 国土地理院

に よる 1／10，000土地条件図 に は 谷頭 斜面界が 図示

さ れ て い るが ，長崎豪雨 に よ る 全崩壊数 の 半分以上

は こ れ と何 らか の関係 をもつ こ とが指摘 さ れ て い る

　（宇根 ， 1983）．

　 最 も著 し い 山 くずれ を起 こ し た本河内町 奥山 で

は ， 崩壊範囲の外縁が，土地条件図に 示 され た 谷頭

斜面界 よ り拡大 さ れ た形を と っ て い るが ， 基部の位

置は殆ん ど一
致 をみ て い る．また崩壊斜面の 中部か

らは ， 災害発生後 も湧水が続 き ， 災害発 生直前に は

崩積土 は地下水面 の 上昇に よ っ て 地表 まで ほ とん ど

飽和状態と な っ て い た こ とが推定さ れ る．7 月 20 日

の 243  の 日降水量跣 行薩 と し て地下水を涵

養し ， ま た 23 日の 豪雨 に よ り基岩と崩積土 との境界

部の 地下水の 流下 を促進 し ， 斜面崩壊へ と発 展 した

も の と考 えられ る．

　芒塚や 小江原 で は土石流 と し て，安山岩 の転石混

りの 崩積土 や溪流堆積物 を流下 さ せ た た め
， 流路の

下流部付近 の 家屋 を倒壊 させ ， 人的被害 も発生 さ せ

た もの で ある，芒塚 に お い て は ， 土石流 と隣接 して

国道 34号線 の 切取 り斜面が 崩壊性地 す べ りで くず

れ ， ま た道路道床盛土 の崩壊 も加わ っ て 被害 が 大 き

くな っ た （第 10 図）．小江原 に お け る斜面崩壌 は ，

小江原断層 の 北側 に 発達す る断層線崖 に そ っ て ， 土

石流や山 くずれ （崖 くずれ）が起 きた もの で
， 構造

線 に そ っ た災害 として今後 の 防災上 の検討を す す め

な ければ な ら な い （第 8 図）．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い 　か

　長崎市南東部の茂木地区の 太田尾 ， 飯香ノ浦 ， 北

浦 に お い て は ， 延長 の 長 い 土石流が 発生 し， 巨大な
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第 9図　長崎市本河内町奥山の 山 くずれ （長崎 県森林保全 課資料）

第 10図 芒塚 の 土石 流 と地 す べ り

輝石安 山岩 の 岩塊を流送 す る と共に ， 流路 の 側 方侵

食 も起 こ して ， み か ん ・びわ畑 に 甚大な被害 を与 え

て い る．侵食さ れ た 露出面に は ， 古い 土石流堆積物

があ らわれた所が多 く，少 な くとも過去に 2 回の 土

石流 の 発生 の 跡 を留め て い る． こ の こ と は ， 集中豪

雨に よ る侵食
一

運搬
一

堆積の
一

連 の 地質現象 の再現

性 ， また は 周期性を物語 っ て い る と い え る（第 7 図）．

　 （2） 西浦上変朽安山岩地域

　長崎市内の 浦上川上流地域 と， そ の西側の時津 ・

長与町 ， 及び東側の東長崎地区の 現川 ・田川 内
一

帯

に は， 長崎火山岩類 を形成し た豊肥火山活動に先立

つ 古い 噴出に よる火 山岩類が分布す る．岩質は変化

に 富む が，最も広 い 分布を と る の は変朽安 山岩 （プ

ロ ピ ラ イ ト） で あ り，時津付近 の 火 山砕屑岩中に は

基盤岩の 結晶片岩や古第三 系 の 砂岩 の 岩片 を取込 む

所 もある．部分的 に は ， 後火山活動の熱水作 用を受

け て変質し， 脱色 ・粘土化や硫化鉄に よ る染鉱な ど

を受 けて い る。

　変朽安 山岩地域 の 斜面崩壊 と して は ， 長崎市昭和
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第 11図　長崎市川平の 土石流 （長崎県森林保全 課資料〉

町 ， 三 川町 に お い て，隣接 し た 5 箇所 の ミニ 開発住

宅地 で 発生 した落石を と もな う崖 くずれ に よ る もの

が著し く， 15人 の犠牲者 を出 して い る．くずれた崩

積土 は必ずし も厚 い もの で は な い が ， 基岩 と の 間は

不連続 で あ り， 剥脱 し易 い 状態 に あ る ，ま た ， 変朽

安山岩の風化帯中の 玉ね ぎ状風化の 中心部の 玉 石が

遊離し て住宅地内に 転落して被害 を大 き くした所 も

ある． こ こ で も， 前述 した 土地条件図に お け る谷頭

斜面界 と斜面崩壊の 範囲が重な り合 っ て い る場所 が

多 い ．

　  　川平閃緑岩地域

　32人 もの 犠牲者 を出した川平に お い て は ， 川平閃

緑岩の風化帯の 山くずれ に端 を発 した土石流が ， 溪

谷中の側方侵食を ともな い なが ら ， 本流 の浦上川 ま

で一
気 に 流下 し た た め 大惨事 と な っ た ．土石 流が

走 っ た谷 中に は ， 3 つ の 砂防堰堤がす で に 築造 さ れ

て い る が ， 第 2砂 防堤 か ら北東に延び る直線的なV

字谷 をなす支谷の ， 北側斜面が大 きく山 くずれ を起

こ し ， 対岸 の表層部をも剥ぎ と っ て多量 の崩壊物が

流下 し た．こ の 崩壊斜面 は 平均 し て 約 30°の 傾斜を

もち ， 閃緑岩 の 風化帯の厚さ は約 3m に 及 んで い る

が ， 半風化状態 の 部分 で は ， 閃緑岩 中に 玉 ね ぎ状構

造が形成され て い る．し た が っ て ， 流送 された崩壊

物 の 中に は 多量 の 閃緑岩 の 玉石 （円礫）が 含ま れ て

い る．川平の 土石流は ， 第 2 ・3砂防堰堤 と， 長崎
バ イパ ス をの り越 えて 浦上川 に達 し た もの で ， 谷 の

下流部の 旧溪流堆積物上 を睾地化した部分が被害 を

受け る結果 と な っ た （第 11図）．

　（4） 井樋ノ 尾火山岩地域

　東長崎地 区 の 八郎川以東に お い て ， 角閃石安山岩

で構成さ れ た溶岩円頂丘 で は，普賢岳 ・行仙岳 ・船

石岳 ・松尾岳 ・井樋 ノ 尾岳な どの 山頂近 くに端を発

す る 放射状の多 くの 土 石 流が 発生 し，58 人 の 犠牲者

（長崎市 40 人 ， 飯盛町 18人）を出した ．こ の人的

被害は全被災者の 20％に当た っ て い る．主な土石流

発生個所 と被災者数 は ， 長崎市で は瀬古（5人）， 長

竜寺 （3人）， 侍石 （4人），上 戸石 （15人）， 川内 （8

人），飯盛町 で は補伽 （15人）， 里名 （3人）で ある．
い ず れ も山腹斜面の 急な ， 角閃石安 山岩 の溶岩 円頂

丘 に刻み こ ま れた細長 い 谷 の 出 口 に 拡が っ た ， 扇状

地的緩斜面 を宅地化した場所 で被災 して い る．

　土石流 の 形態 と して は
，

上 流部で 山 くずれや地す

べ りな どの 斜面崩壊を起 こ し て い る所もあ る が ， 谷

中の 旧土石流堆積物を洗掘 して 流下 して い る場合が

多 い ．下流域 は ， 谷 口 か ら緩傾斜地に出た所で ， 流

送され た転石が 扇状地上 に 堆積 し，その 上 に は 流木
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第 12図　長崎市東部井樋 ノ尾火 山岩地 域 の 土 石流

が散在する．運搬 された ほ とん ど の礫は ， 角閃石安

山岩 の 白色 の 玉 石 で ， 大 き い もの は 径 3m に も及

ぷ ．土石流の 末端部の 前面 に は 砂 が 堆積 して い る （第

12図）．

　（5） 古第三 紀地域

　古第童紀層の分布地域は ， 地形的に も 丘陵性で あ

り，斜面崩壊 の 個所数は少な い ．しか し，東長崎の

矢上地区 の 赤松 ・館 ・平間 ， 古賀地 区の 中里 と四 牛

山西斜面 ， 及 び多良見町喜々津 ゴ ル フ 場付近 に 山 く

ずれが発生 して い る．赤松付近 で は泥質岩 の 風化帯

が崩壊した が ， 古賀 ・多良見の もの は ， 諌早層群の

急傾斜をなす地層面に そ っ て くずれ た ，
い わ ゆ る流

れ盤すべ りで あ る．板状の 砂岩中に挾在す る薄 い 泥

岩層を滑動面 と し て ， 砂岩が ブロ ッ ク化 し て 滑落し

て い る．

　  　西彼杵変成岩地域

　西彼杵半島の国道 206号線の 数箇所 の切取 り斜面

に お い て ， 黒 色片岩 の 片理面に そ っ て ， 流れ盤的な

崖 くずれ を起 こ して い る．また ， 野母半島北部で は ，

黒色片岩と緑色片岩 とが 互層す るため ， 風化 した 黒

色片岩に由来す る砂質土 に ， 緑色片岩 の 岩塊を取 り

込 んだ崩積土が山 くずれ を起 こ して い る 所 が 多 い ．
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第 13図　滑石団地周縁部の 斜面崩壊 （山 くず れ ・崖 くずれ ），土石流

千 々 石湾 （橘湾） に 面 し た斜面で は ， 特産 の 茂木 ビ

ワが 古 くか ら栽培さ れ て い るが ，
ビ ワ 畑 の 流出決壊

1
，394個所 ， 流入 423個 所 の被害 を受 け て い る （池

永， 1982）．長崎市最高峰の 八郎岳 （590m ）の 西斜

面 に も結晶片岩中の 土石流 が 発生 して い る．

　　　　 6 ．大規模団地 に お け る 土砂災害

　長崎市は ， 現在約 45 万 の人ロ を もつ 地方都市 で あ

るが ， 平地 が ほ と ん どな い ため に
， 市街地 の発展が

著し く阻害さ れ て い る．市内を流 れ て 長崎湾 に 注ぐ

中島川 と浦上川 の 下流域 に 発達 し た せ ま い 沖積平地

や，埋立 て に よ る人 工改変地は ， ほ とん ど商 工 業的

市街地 と し て 占有さ れ て い る．その た め ，

一般の 住

宅地は山麓の 緩斜面 を次第 に は い 上 が っ て い る が ，

最近 10数年 の 間 に
， 緩斜面の 上部や 山稜平坦面 を上

方か ら切 り開い て ， 大規模団地が 造成され て き て い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 な め し　　　　　　　　　　　　　　　　　 あ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 ヒ

る．市の 北部に は ， 滑石 ・横尾 ・小江原 ・女ノ都 ・

三 原 ・西 山台な どの 団地が す で に 開発 さ れ ， 東部 の

矢上 や南部の 小ケ倉 に は 現在造成 中の もの が あ る．

　長崎豪雨 の 際 に，そうした 団地内で 宅地 自体が崩

壊 ・流失 した所 は ほ とん どな い が ， 周縁部の 斜面が

崩壊 を起 こ した結果 ， 住宅地側か ら すれ ば裏山の く

ずれ に よ っ て ， 滑石 団地 で は 12人 ， 西山団地 で は 2
人 が被災して い る．と くに滑石 団地 で は ， すで に指

摘され て い る よ うに，斜面崩壊 の 大半は市街化区域

の外側か，団地内で は造成か ら取残 した残丘状の 小

高 い 丘陵 の周縁部で多数 の崩壊 が 起こ っ て い る （伊

勢田 ・落合 。棚橋 ， 1982）．

　滑石団地 内 ， 北栄町の 2個所 の 災害現場は ， い ず

れ も崖 くずれ を起 こ した 斜面 の 直下 に 宅地 が あ り ，

凝灰角礫岩 上を被覆し た崩積土 の崩壊を家屋 が ま と

もに 受 け た形を とっ て い る （第 13図 ， B ，
　 C 地点）．

ま た ， そ の 隣接地 で は ， 公民館が崖 くずれの た め 半

壊 したが ， こ こ は 昭和 44 年 6 月末の 梅雨前線の活動
に よ り て ，長馳 方 磯 り た 294   の 大雨の た め

29 日に 土砂 くずれ を起 こ し ， 3 人 の死者を出 した所

で ある．この 場所 の 基岩は凝灰角礫岩 で あ る が ， 被
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第 14図　西 山 台 団地 周 縁 部の 斜 面崩壊

害家屋 の 背後 の 斜 面 は ， 沢を埋 土 し た 人工 斜面 で あ

り，
14年た っ て再 び くずれ た もの で あ る （第 13図〉．

　滑石団地に お い て は ， 切取 り斜面の直下 に宅地 の

あ る所が多 い が，斜面 の 基部 に 道路 をめ ぐら し て い

る所 で は，崖 くず れ に よ る家 屋 の損傷は 少 な か っ た．

し か し ， 滑石 2 丁 目 （図中E 地点）で は
， 安 山岩 の

小 山を切取っ た急崖の 上 の斜面が 崩壊し ， くずれ た

土砂が道路を乗 りこ えて 被害 を大 きくし， 6人 が被

災 し た り，バ ス が 土砂 に 埋 っ た り し た．

　西 山台団地に お い て は ， 東側 の 浅 い 谷 あい の 表土

の 流 出 に よ り， 谷 の 出 口 の 家が壊 われ て 1人が死亡

した （第 14図A 地点），ま た，B 地点で は ， 変質帯

の粘土化 し た 安 山岩 の 上 に 重な る安 山岩転石混 りの

崩積土 が 滑動 して 宅地 に 流 れ こみ ， 1人 が 死 亡 し た。

い ずれも団地 の 外側 の 斜面 か ら流入 した土砂 くずれ

で被害が発生 した こ と は ， 滑石団地 の場合 と き わ め

て よく類似 し，団地造成の際の 防災対策に問題点を

提起 して い る とい え る．

　　　　　　 7 ．浸水地域 の 洪水災害

　長崎豪雨 に よ る被害は 山 くずれや土石流の よ うな

斜面崩壊の他に ， 市街地 に お け る河川 の 氾濫 に よ る

洪水災害が顕著で あ っ た．と くに 長崎港 に注 ぐ中島

川 と浦上 川 や ， 千 々 石湾 （橘湾）に 注 ぐ八郎川 の下

流域 で は
， 湛水水位が 2m を越 す程 の 異常な もの で

あ っ た。しか も， こ れ らの 河川 の 氾濫 は 7 月 23 日 20

時頃 に始ま り，満潮時の 22 時 35 分前後 に 最高潮 に

達 した後，24 日 の 明 け 方 に は完全 に 水 が 引 く とい う

短時間の 現象で あ り，大 きな平野 の 堤防決壊 に よ っ

て 長時間 に わた り冠水す る洪水 と は対照的な もの で

あ っ た．

　冠水 に よ っ て 商店街， 交通施設 ， 公共機関お よび

住宅 な ど は重 大 な 被害を蒙 り，

一
夜 の うち に 長崎市

の 中心部の都市機能が まひ状態 とな っ た （高橋 ・岡

林 ， 1982）．こ こ で は 浸水 の 実態 を把握す るた め ， 災

害発生 の 4 日後 の 7月 27 日か ら約 10 日間 に 現地調

査 を行 っ た 結果 を報告す る．調査地域 は長崎市中心

街 を流れ る中島川 と浦上川 の流域 ， 市の 東部を流れ
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第 2表　河川 の規模 と 7 月 23 日 の 流 量

長 　 さ 流域面積 流下能力 （m3 ／s） 7月 23日の ピー 洪　水　到　達
河　　川 ク流量 （m3 ／s） 時　　聞 　（分） 文　　　　 献

km km2 地　　　　点 地 　 　 　点 地 　　　点

中 島 川 62 1乳 5
　 約 150

西山川合流点

350〜400

　 同

43

同
野 口 他 （1982）

浦 山 川 133 38．1
　 　 719　 ※

竹岩橋上 流 の 左岸

750〜870
竹岩橋付近

　 約 50
河 口 よ り 5km

野 口 他 （1982）
※ 長崎県河川砂防課

　 （1979｝

八 郎 川 8．832 ．2
　 　 249
八 郎橋下 流の 堰

約 700
同

　 60
矢上 橋

古本他 （1982）

鹿 尾 川 9．3132 』 一 一 ｝

戸 町 川 1．1 1．0 ｝ ｛ 一 『

る 八郎川 ， お よ び市の南部を流れ る鹿尾川 と戸町川

の 流域 で あ る．なお
， 河川災害 の 実態 に つ い て は，

長崎大学学術調査団 （1982）， 長崎総合科学大学環境

科学研究所 （1983）， 応用地質調査事務所 （1982）の

各調査報告書に詳 し く述べ られ て い る．

　（1｝ 過去 の 洪水災害

　長崎市 に お け る過去 の 主 な 洪水災害 は ， 長崎海洋

気象台 （1952， 1965， 1978）に よ っ て示さ れ て い る．

そ の うち， 中島川流域 に お ける今回 の 洪水災害 は ，

1721 年 と 1795年の もの に 匹敵し ，200年 ぶ りに再現

し た 大水害 で あ る と考 え られ て い る （丹羽，1982）．

また ， 7月 23 日の 長崎海洋気象台の 19時〜 20時の

時間降水量 11L5   は 170〜200年確率 ， 日降水量

448mm は約 400年確率で あ っ て，い ずれ もま れ に

し か 起 こ ら な い 降雨 で あ ろ う と述 べ ら れ て い る （野

口他 ，
1982）．今回 の よ うに 市街地の 中心 部が壊滅的

な被害を受け る水害は ， まれ に しか起 こ らない 現象

で あ ろ うが ， 長崎市内 の海岸近 くの低地は，後述す

る よ うに ，大雨や 高潮位時 に は小規模な浸水被害 を

繰 り返 し受け て い る．

　   　長崎市街地 の 埋立地

　長崎市街地 の の る中島川 ， 浦上川 の 沖積低地は規

模が小 さ い ．そ れ は 海岸線が 溺 れ 谷地形を もち，ま

た ， 河 川 の 流長が 短 か く， 流域 が 狭 い た め に ， 堆積

物の 供給が少な い こ とに 原因がある （板垣 ・星埜 ，

1974）．沖積低地 が狭 い た め ， 海岸部あ るい は河岸部

は埋立 て られ，人 工 の低地 とな っ て い る．長崎市街

地 に お け る過 去 の 主 な 埋立 工 事 の 時期 （西暦年）と

埋立地 は次の 通 りで あ る （長崎市制 65 年史編さ ん 委

員会， 1956）．

　 1634〜1696：出島町 。銅座 町付近，約 13，000坪

　 1730〜 ？　 ：岩川町 ・ 目覚町付近 （干拓）

　1857〜1864 ：出島町 ・大浦町付近 ， 約 34，000坪

　 1900〜 1904 ：幸町 ・ 宝町 ・ 長崎駅 ・出島町付近，

　　約 182
，
000坪

　 1954〜1955：銅座町付近 ， 約 4，100坪 （銅座川変

　　流工事に よる廃川敷地 の 埋立 て）

　造成さ れ た埋立地の 多 くは，標高 2〜 3m の 地盤

高を持 っ て い る．し か し ， 浦上川下流の 目覚町
一帯

は ， 干拓工事 に よっ て 造成された と考え られ る標高

1，5m 程度の低地で あ り， そ の南方 と西方は，標高 2
〜 3m の 埋立地 で あ る．また ， 低地 は 銅座町 ， 宝町

な ど ， 埋 立地 内部の 小河川 の 周辺部に あ る。この よ

うな低地 は， 最高潮位時や大雨時に 浸水 し易い 地域

とな っ て い る （第 15図A ）．

　   　浸水状況

　調査地域 の 河川 の 流下能力 と 7 月 23 日の 洪水 時

に お け る ピー
ク流量 を第 2 表 に 示 した．中島川 ， 浦

上川， 八郎川 の 表中の 地点で は
，

ピー
ク流量 は ， 各

河川 の 流下能力 を越 え て い る。その た め ， 今回 の 浸

水被害は避 け得な か っ た と 考えられ て い る （野 口他 ，

1982 ：古本他 ， 1982）．

　個々 の 河川 の 流域の 浸水状況 に つ い て は ， 鎌田他

（1982） は 中島川 ・浦上川 ・八 郎川 ・鹿尾川，村田

（1983）は 中島川，野 口 他 （1982＞は 中島川 ， 古本

他 （1982） は 八 郎川 に つ い て ， そ れ ぞ れ す で に報告

して い る． こ こ で は 主 と し て筆者ら の調査に基づ い

て概要を述べ る （第 2表）．

  中島川 の 浸水状況

　中島川の 温流は ， 河 口 か ら 1．8kln さ か の ぼ っ た

出来大工 町 で始ま っ て い る．中島川流域 に お ける浸

水 の状況は ， 国 の重要文化財 に 指定され て い る有名

な眼鏡橋付近を境 と して ， 上流域と下流域 で異な っ

て い る．す な わ ち，上流側で は，溢流水が緩斜面を
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第 15 図

　　　（A ）
亀
　 　 　 　 　 　 　 　 （B ） 廴

中島川・浦上 川流域 に お け る 標高お よ び過去 の 浸水 地域 （A ），及び 7 月 23 日

〜24 日の浸水状況 （B ）
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流下 す る状態に お か れ た浸水で あ り ，
い くら か の動

水勾配 をもつ ． こ れ に 対 し， 眼鏡橋か ら下流域 と銅

座川の下流域の標高 2〜 4m の平坦地 上 で は湖沼

的な洪水水位面 をもち ， 場所 ごとの 浸水 の 最大深度

の 差は，地形の 僅か な起伏 に 強 く関係し て い る．と

くに ， こ の下流域で は ， 浸水域の南限近 くを流れ る

シ シ トキ川 に そ っ て 2m 以上 の 深度 を もつ 地帯 を

生 じて い る。こ の 地域 の 氾濫は ， 中島川 と銅座 川 の

温流を主とす るが ， 豪雨最盛時の す ぐあ とに続い た

満潮 に よ る海水 の 遡上 と相まっ て ，多量 の 水が 停滞

して異常に水位 を上昇 させ た もの と考え られ る．

　中島川 の 浸水 域に お ける洪水堆積物は ， 粗粒 な砂

は 比較的少な く，細粒な泥 と植物破片が 多 く見られ

た．これ は 上流部で 土石流や 山 くずれが発生 して 多

量 の 土砂 が 流 れ 込 ん だ が，礫 や粗砂は 西山水源池 や

本河内水源池の底に堆積 し ， 主 と し て泥分の み が下

流 に運搬 されたた め と考えられ る．

  浦k 川 の 浸水状況

　浦上 川流域 に お い て は
， 竹岩橋 （長崎北局郵便局

付近）を境に し て ， よ流側の 城山町・松山町地域 と．

下流側 の 浜 口 町 ・目覚町地域 とで 異 な っ て い る．上

流側で は河積不足 と橋梁に貯 っ た材木な どに よ る ダ

ム 効果 の ため に 温流をお こ し，松山町グラ ン ド
ー帯

は ， 水深は 1．5m を越え ， グ ラ ン ドに は厚 さ 20　cm

位の 多量 の シ ル ト質 の 砂が堆積 してい た．竹岩橋 よ

り下流域の浜口町〜目覚町で は ， 竹岩橋の 左岸部よ

り溢流 し た 浦上川 の 水 に
， 下 の 川 の 氾濫水 ， 東側 の

金比羅山 の 山麓斜面 か ら流下す る水が加わ り， 広範

囲な浸水 とな っ た．こ の 地域は ， 標高 1．5〜3m をも

つ 旧干拓地 と考えられ る低地 で ， 潮位が 高 くな っ た

こ と も加わ り，湛水深度が大 きくな り， 浦上駅前交

番裏で は水深が 2m を越 えて い る （第 15 図）．

  八郎川 の 浸水状況

　八 郎川に お ける主な浸水地域 は ， 八郎川ぞ い の水

田 と し て耕作され て い る河川敷 ， 及び矢上浄水場 よ

り南に の び た 住宅地や商店街が 開け た 氾濫原で あ

る．増水した八郎川は ， 河道が ゆ る く曲る矢上浄水

場 の 西方で護岸を決壊さ せ て 直進 した．長龍寺に お

い て も， ゆる く曲 っ た左岸の 石垣 を決壊 させ て 直進

した。矢 上 市街地 で は 旧街道 ぞい に 水は軒先ま で 上

が り， 水深 2m を越 し て い る．

　八郎川下流域の浸水地域 で は ， ほ とん どの 場所で

砂〜泥 の 堆積物で覆われた．これ らの砂泥は ， 上流

域で発生した 多 くの 土石流や 山 くずれ の 流れ こ み に

よるもの で ， 上 流 か ら下流へ と 「河床 の 洗掘
一礫の

堆積一砂州 の 形成
一

泥 の 堆積」 とい う一連 の 分級作

用を と もな う堆積作用が
一

晩の数時間の問に行われ

た （第 16 図）．
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第 16図　八 郎川 流域の 浸水状況

  鹿尾川 の 浸水状況

　鹿尾川 に お け る溢水は ， 上戸橋下流の 曲流部で始

ま る が，そ の下流に お い て も，蛇行の 攻撃斜面側 の

護岸 が 決壊し ， 流水 は直進し て溢流し て い る．戸町

中学校前 の 曲流部で は と くに 規模 が 大 きい 溢流があ

り ， 水は校舎内に突入し て い る．

  　戸町川 の 浸水状況

　戸町川 は鹿尾川 の化石谷と思わ れ る延長の き わ め

て 短 い 川 で あ り， 河 口部の 狭小な低地 （埋立地 ？）

が 商店街と な っ て い る．河［コか ら数 10m 内側 に 県

道野母港線が通 り標 高が高 くな る．そ の た め ， そ の

内側 の 上流側 の 低 い 地盤の 地域で は，1m を越す浸

水 を 生 じ て い る （第 17 図）．

　（4） 潮位 と漫水 と の 関係

　第 15図に は長崎市街地の低地に お い て ，過去に最

高潮位 の 際 に 海水 に よる浸水 を蒙 っ た地区を示 して

い る．そ れ らの 浸水実績に よ っ て ， 長崎海洋気象台

は 浸水 を起 こ す恐れ の 潮位を平均海 面上 158cm （潮
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第 17図　鹿尾 川 （中流）・戸町川流域 の 浸 水 状 況
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第 18図　過去 の 浸水 時の 1時 間降水量 と 潮位

　　　　 （平均海面） との 関 係

位表基準面上 330cm）に定め て い る．こ の値を上回

る潮位は，1972〜1982年の 10年間で は ， 1981， 1982

年 を除き毎年観測 を さ れ て い る．1982 年 7 月 23 日

の最高潮位 は 22時 35 分 に 130cm （312　cm ）で あ り ，

海水が低地 を浸 水させ た と考 え られ な い ．し か し感

潮域 は浦 上 川で は竹岩橋付近 ， 中島川 で は 眼鏡橋付

近 ま で達 して い る の で ，満潮時に は河川の 排水能力

は相 当に 低下 して い た はずで あ る．鍋島 （1982） は

1時間最大降水量 と満潮時 との 時間差，及 び床上浸

水 の 有無を調 べ
， 干潮 時 に は浸水は起 こ りに くい と

推定 して い る．こ こ で は ， 1926年以 降 ， 長崎市街地

の 低地が浸水 し た 日 の 1時間降水量 の 最大値 と そ の

時の潮位の高 さとの 関係 を第 18図に 示す．雨量 と潮

位は ， 長崎海洋気象台の 観測値を用 い た。図 に 載せ

た 浸水 は ， 長崎海洋気象台（1952，1965，1978）， 及

び洪水災害が起 きた 日の 長崎新聞記事か ら ， 浦上駅

前 ， 長崎駅前 ， 銅座町 ， 浜 の 町 の い ずれ か で浸水 し

た もの で あ る．そ の なか に は，道路が冠水し ， 交通

が 遮断され た場合も含め て い る．第 18図 よ り長崎市

街地 に み られ る低地 に お い て
， 浸水 は 潮位が 高い 時

に多発す る傾向があ る．

　　　　　　　　あ　 と　 が 　 き

　昭和 57年 7 月 23 日 に長崎地方を襲 っ た梅雨前線

に ともな う集中豪雨は ， 日没か ら真夜中 まで の ， わ

ずか数時間に 大災害 を発生 さ せ た突発的な異常現象

で あっ た．降水量 の と くに 著し い 地域 に あ っ て は，

大規模な山くずれ や 土石流が 住宅密集地 を直撃 し た

所も あ り， 多くの 死傷者を出す に至 っ た ．こ れは ，

長崎市の よ うに 山腹斜面を背負 っ た都市に お け る地

盤災害 を考え る 上 で の ， 幾 多の 課題を残 した こ と に

な る．ま た ， 斜面上 の 宅地 開発 の 進展は ， 大雨の 際

に下町地域 に 短時間に大洪水 を引越 こ す危険を増大

さ せ て い る．さ らに ， 長崎災害 の
一側面で あっ た都

市河川の 下流域 の 浸水 が ， 集中豪雨 と大潮時 の 満潮

と重な っ た こ とで増幅さ れた こ とも見逃す こ とが で

き な い ．今後は こ うした傾斜地 に発達し た都市に お

け る地 盤災害・洪水災害 の 発生機構 の 究明 に よ っ て ，

都市地質学の 立場 か ら防災 の 基礎 づ くりを進め た い

と考えて い る．
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学部荒生公雄助教授 に は気象 に 関して 御指導 を頂
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　最後に ， 災害地 の 実態調査 に 同行 し， 災害発生直

後の 混乱 の 中を， しか も炎天下 に献身的な協力 を惜

し ま な か っ た長崎大学教育学部地学専攻学生 の
， 村

川勝彦 ・月川英 昭・宮崎義生 ・末田 剛史・東　浩志 ・
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